
議
員

平
成
十
九
年
三
月
に

平
塚
市
環
境
基
本
計
画
が
改

訂
さ
れ
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
は
、
日
常
生
活
や
事
業

活
動
に
お
い
て
環
境
へ
の
配

慮
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進

計
画
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
八
つ
の
取
り
組
み
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
実

践
す
る
こ
と
で
、
削
減
目
標

の
達
成
は
可
能
と
な
る
の
か
。

副
市
長

こ
の
計
画
内
の
取

り
組
み
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
向
け
た
重
点
行
動
と

し
て
、
家
庭
等
で
実
践
可
能

な
八
つ
の
項
目
を
メ
ニ
ュ
ー

化
し
た
も
の
で
あ
る
。「
ひ

ら
つ
か
Ｃ
Ｏ
２
Ｃ
Ｏ
２
（
コ

ツ
コ
ツ
）
プ
ラ
ン
」
の
す
べ

て
の
メ
ニ
ュ
ー
に
一
年
間
取

り
組
む
と
、
一
世
帯
あ
た
り

四
六
八
�
�
、
市
内
の
全
世

帯
数
の
約
三
分
の
一
で
あ
る

三
万
三
〇
〇
〇
世
帯
が
取
り

組
ん
だ
場
合
に
は
、
家
庭
部

門
の
削
減
目
安
の
一
万
四
〇

〇
〇
�
の
二
酸
化
炭
素
の
排

出
削
減
が
可
能
と
考
え
る
。

議
員

こ
の
推
進
計
画
を
ど

の
よ
う
に
市
民
に
周
知
し
て

い
く
の
か
聞
き
た
い
。

副
市
長

本
市
で
は
、
平
成

二
十
年
七
月
二
十
七
日
か
ら

八
月
二
日
ま
で
を
地
球
温
暖

化
対
策
の
強
化
週
間
と
位
置

づ
け
、
環
境
フ
ェ
ア
や
子
供

を
主
な
対
象
と
し
た
環
境
教

室
等
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
こ
の
推
進

計
画
の
概
要
を
紹
介
す
る
冊

子
を
配
布
し
、
重
点
行
動
の

八
つ
の
取
り
組
み
メ
ニ
ュ
ー

の
実
践
を
広
く
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
。

議
員

本
市
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

一
四
〇
〇
一
を
認
証
取
得
し

て
か
ら
八
年
が
経
過
し
て
い

る
。
多
く
の
経
費
を
か
け
ず

に
実
行
で
き
る
平
塚
市
独
自

の
ル
ー
ル
を
作
成
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た

い
。

市
長

全
国
の
先
進
的
な
事

例
と
し
て
は
、
独
自
の
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
本
市
は
職
員
に
よ
る
内

部
環
境
監
査
が
可
能
な
体
制

で
あ
り
、
自
己
宣
言
を
行
っ

て
本
市
独
自
の
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

実
施
す
べ
く
す
で
に
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

議
員

平
成
十
九
年
十
二
月

に
湘
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
平
塚
・

大
磯
ご
み
処
理
広
域
化
実
施

計
画
が
策
定
さ
れ
、
今
後
新

た
に
ご
み
焼
却
施
設
な
ど
が

建
設
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
本

市
は
、バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・

マ
ネ
ー
（
Ｖ
Ｆ
Ｍ
）
の
検
討

を
行
う
と
あ
る
が
そ
の
内
容

を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

Ｖ
Ｆ
Ｍ
と
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
等
と
公
設
公
営
で

行
っ
た
場
合
と
を
比
較
し
、

同
一
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
れ
だ

け
低
コ
ス
ト
で
行
う
こ
と
が

可
能
か
を
数
字
で
表
す
も
の

で
あ
り
、（
仮
称
）
次
期
環

境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

導
入
可
能
性
調
査
で
の
判
断

材
料
と
し
て
平
成
二
十
年
二

月
に
試
算
を
行
っ
た
。ま
た
、

よ
り
精
査
し
た
Ｖ
Ｆ
Ｍ
の
算

定
を
同
年
六
月
に
行
う
も
の

で
あ
る
。

議
員

ど
の
よ
う
な
組
織
で

検
討
す
る
の
か
。

環
境
部
長

庁
内
の
ご
み
処

理
施
設
建
設
検
討
委
員
会
で

協
議
し
て
い
く
。

議
員

新
設
す
る
熱
回
収
施

設
の
焼
却
方
式
と
し
て
、
単

純
焼
却
方
式
、
焼
却
＋
灰
溶

融
方
式
、
ガ
ス
化
溶
融
方
式

の
三
方
式
が
候
補
と
な
っ
て

い
る
が
、
選
定
に
当
た
っ
て

の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
ま
た
は
総
合
評
価
競
争

入
札
方
式
に
よ
り
、
焼
却
方

式
を
含
め
た
事
業
計
画
に
つ

い
て
事
業
者
が
提
案
し
、
そ

の
中
か
ら
建
設
費
の
価
格
、

運
転
管
理
の
し
や
す
さ
、
運

転
管
理
費
等
の
メ
リ
ッ
ト
や

デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
考
慮
し

て
総
合
的
に
判
断
を
行
い
、

焼
却
方
式
を
選
定
す
る
考
え

で
あ
る
。

議
員

平
塚
市
公
共
建
築
物

耐
震
化
計
画
で
は
、
二
十
七

年
度
ま
で
に
公
共
施
設
の
耐

震
化
率
を
九
〇
％
以
上
と
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

特
に
、
災
害
時
に
避
難
施
設

等
と
な
る
小
中
学
校
の
体
育

館
等
の
工
事
を
優
先
す
る
と

し
て
い
る
が
、
実
施
に
当
た

っ
て
の
優
先
順
位
の
考
え
方

を
聞
き
た
い
。

教
育
総
務
部
長

二
十
一
年

度
以
降
に
耐
震
補
強
工
事
等

を
実
施
す
る
一
六
校
に
つ
い

て
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
か

ら
得
ら
れ
た
体
育
館
の
構
造

体
の
耐
震
性
能
を
表
す
指
標

で
あ
る
構
造
耐
震
指
標
（
Ｉ

Ｓ
）
で
よ
り
低
い
値
が
出
た

学
校
体
育
館
か
ら
順
次
工
事

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

学
校
施
設
や
設
備
の

機
能
充
実
へ
向
け
た
今
後
の

方
向
性
や
具
体
的
な
設
備
改

修
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
総
務
部
長

施
設
や
設

備
の
機
能
充
実
に
向
け
、
改

修
等
に
当
た
っ
て
は
、
ト
イ

レ
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
を
含
む
安
全
対
策
、
省
エ

ネ
型
の
電
灯
へ
の
取
り
替
え

等
の
環
境
対
策
な
ど
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

議
員

今
後
の
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
た
い
。

教
育
総
務
部
長

昭
和
五
十

六
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
小

中
学
校
の
体
育
館
は
順
次
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
二

十
四
年
度
ま
で
に
は
す
べ
て

の
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。
校
舎
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
各
学
校
を
調
査
の

う
え
計
画
的
に
実
施
し
て
お

り
、
緊
急
性
が
高
い
施
設
の

修
繕
は
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
く
。
今
後
も
児
童
生
徒
の

教
育
環
境
の
改
善
お
よ
び
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
、
学
校

施
設
の
改
修
等
に
努
め
て
い

き
た
い
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
か
ら
８
年

独
自
運
用
の
考
え
聞
く

議
員

二
十
年
度
の
組
織
改

革
に
よ
り
、
新
た
に
防
災
危

機
管
理
部
が
設
置
さ
れ
、
水

害
に
関
し
て
も
同
部
が
担
当

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い

る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

風
水

害
の
警
備
体
制
は
、
第
一
警

戒
体
制
か
ら
災
害
対
策
本
部

設
置
ま
で
の
四
段
階
と
し
、

従
来
よ
り
も
人
員
強
化
を
図

っ
て
お
り
、
関
係
各
部
で
は

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

状
況
に
応
じ
て
業
務
を
遂
行

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
河
川
の
水
位
に
つ
い
て

は
水
防
団
に
依
頼
し
、
常
時

情
報
収
集
が
可
能
な
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

議
員

平
成
二
十
年
五
月
二

十
日
の
台
風
四
号
の
接
近
に

伴
う
警
戒
体
制
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の

か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

台
風

四
号
の
際
に
は
、
神
奈
川
県

の
県
土
整
備
部
お
よ
び
気
象

庁
か
ら
神
奈
川
県
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
た

め
、
警
戒
体
制
の
第
三
段
階

で
あ
る
副
市
長
を
本
部
長
と

す
る
風
水
害
警
戒
本
部
を
設

置
し
、
土
砂
災
害
に
対
す
る

情
報
収
集
に
努
め
た
。

議
員

浸
水
等
の
災
害
に
直

面
し
不
安
を
抱
え
て
い
た
市

民
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
の
か
聞
き
た
い
。

防
災
危
機
管
理
部
長

市
民

か
ら
の
通
報
や
要
望
を
受
け

て
現
地
の
確
認
を
行
い
、
浸

水
箇
所
へ
の
車
両
進
入
な
ど

に
よ
る
二
次
災
害
を
防
ぐ
た

め
、
状
況
に
応
じ
て
通
行
止

め
等
の
措
置
を
優
先
さ
せ
た
。

今
後
は
、
過
去
の
台
風
や
集

中
豪
雨
に
お
い
て
浸
水
し
た

箇
所
を
「
浸
水
重
点
箇
所
」

と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

浸
水
に
対
す
る
行
動
方
針
を

定
め
、
き
め
細
か
な
対
応
に

努
め
て
い
き
た
い
。

熱
回
収
施
設
で
の
焼
却

方
式
選
定
の
考
え
方

次
世
代
を
担
う
、
子
ど
も

達
の
教
育
環
境
の
充
実
は
市

民
共
通
の
想
い
で
あ
る
。
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
を

大
切
に
し
て
豊
か
で
ゆ
と
り

あ
る
教
育
環
境
の
整
備
が
望

ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
職
員
と

子
ど
も
達
が
ふ
れ
あ
う
時
間

と
空
間
の
確
保
は
必
要
不
可

欠
の
要
素
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
、

個
人
差
、
興
味
・
関
心
な
ど

に
応
じ
た
支
援
・
指
導
の
充

実
の
た
め
に
学
級
編
成
及
び

教
職
員
定
数
の
標
準
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
尊
重
し
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
を
展
開

す
る
た
め
に
、
学
級
編
成

基
準
の
段
階
的
な
見
直
し

を
含
め
た
、
教
育
環
境
の

抜
本
的
な
改
善
を
行
う
こ

と
二

学
級
編
成
の
標
準
を「
三

〇
人
」
と
す
る
、
新
た
な

教
職
員
定
数
改
善
計
画
を

策
定
す
る
こ
と

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

平

塚

市

議

会

学
校
教
育
は
学
校
・
地
域
・

家
庭
の
協
働
し
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
日
々
推
進
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。児
童
・

生
徒
を
中
心
と
し
た
多
様
な

学
習
活
動
や
安
心
し
て
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
は
、学
校
施
設
・

設
備
の
改
善
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
条
件
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

低
所
得
者
層
の
拡
大
・
固

定
化
が
す
す
む
中
、
経
済
状

況
の
悪
化
が
教
育
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
い

つ
ま
で
も
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る

教
育
環
境
が
維
持
さ
れ
る
よ

う
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一

豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
教

育
を
実
現
す
る
た
め
に
、

教
育
予
算
を
増
額
す
る
こ

と
二

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
に
き
め
細
か
な
支
援
・

指
導
を
保
障
す
る
た
め
、

義
務
制
第
八
次
・
高
校
第

七
次
教
職
員
定
数
改
善
計

画
を
策
定
・
実
施
す
る
こ

と

三

公
立
諸
学
校
の
施
設
整

備
費
を
増
額
し
、
教
育
諸

条
件
を
整
備
す
る
こ
と

四

義
務
教
育
の
教
科
書
無

償
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と

五

保
護
者
負
担
軽
減
の
た

め
、
奨
学
金
・
就
学
援
助

の
充
実
を
は
か
る
こ
と

六

地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し

い
地
方
財
政
確
立
の
た
め
、

地
方
交
付
税
を
増
額
す
る

こ
と

七

私
学
助
成
を
拡
充
す
る

こ
と

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
二
十
六
日

平

塚

市

議

会

学学
級級
規規
模模
のの
縮縮
小小
・・
弾弾
力力
化化
、、
三三
〇〇
人人
以以
下下

学学
級級
なな
どど
のの
実実
現現
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

豊豊
かか
なな
教教
育育
をを
実実
現現
すす
るる
たた
めめ
のの

教教
育育
予予
算算
増増
額額
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

本
市
の
環
境
施
策
の
推
進

身
近
な
取
り
組
み
の
実
践
で
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不安抱えた市民への対応は

（�）平成��年（２００８年）�月��日

市庁舎でのクール・ビル作戦
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ひらつか議会だより

現在の環境事業センター

学学校校体体育育館館のの耐耐震震補補強強
２２４４年年度度にに全全校校完完了了予予定定
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